	｢育てた子どもに自慢できる０歳からの幸せ育脳｣
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｢教えるとは共に希望を語ること､学ぶとは誠実を胸に刻むこと｣…ルイ･アラゴン(フランス)
我が家の3人の子育ては先輩のススメもあり、まず、何がなんでも健康に育てるために、『定本育児の百科』　松田道雄､岩波書店を購入。
[image: image2.jpg]


次に偶然テレビで知ったのですが、昔から「三つ子の魂百までも」といわれてきたこともあり、『最初の３年間をどう育てるか 』 / 　バートン・L・ホワイト著 (多分 和久明生訳､ クイックフォックス社 1980.1.)を購入することにしました。
ホワイト博士の理論の柱は３歳までに充分なスキンシップとコミュニケーションをとり、
・言語感覚（知）、社会性（情）、運動能力(体)
を育て、知的好奇心を持つベースを育てていくこと。
・二人目の子ども誕生後は夫婦仲良く人間としての幸せの｢天の理｣をどう盛り込んでいくかが課題でした。
・更に、毛利子来(たねき)先生を知り、夫婦心を合わせて、大らかに個性を大切にして育てていこうと決めました。

・その後、「男女産み分けの方法」と「胎児は見ている」といった本が出版されました。
(ちょっと遅くて残念?!でもお陰様で男女授かった!!)
・つい先日放送された｢エチカの鏡｣を偶然みることになり､凄～い保育園の理論と実践が紹介されていました。おかげですっかりバーバのスイッチが入ってしまい､この機会にまとめておきたくなりました。

・人生はあくまでその子の自身の「夢と健康とＳＵＭマネー」だと思っていますが、そこに行き着くまでに、
まず、人間はなにがなんでも｢健康｣から。健康に育てるにはまず､｢食｣と｢脳の健康･発達｣と五感を楽しく自然に育てながら１日を大切に幸せに過ごすこと

一流の脳を作るための0歳からの育脳法
早い時期からの教育を「早期教育」とか「英才教育］とかと誤って解釈する人がいるが、人間の一生の中で最も成長する時期に、最も適切な教育を行い、今しか育たないところを育てるので、これを「適齢教育」と呼び、奨励している。　　　　　　　　　　「久保田脳研」参照
脳の発達は前頭連合野でIQ､ＥQ、SWの3つに分類される。
IQ　－　知恵・知識
EQ　－　情操・思いやり
SW　－　意志・意欲
・「考える力」「創造する力」は、最も人間らしい脳力であり、人として生きていくうえで最も大切な脳力。
・潜在的に持っているこの脳力をバランスよく育てるには、適した時期に、適した刺激を与えてあげることが不可欠。
・脳を発達させるうえで重要なことは、 繰り返し刺激を与えて脳に情報を送り込み、神経回路を強化すること。
・脳のあらゆる場所が活発に働いて脳を発達させるために、いろいろな刺激を脳に与えてあげましょう。
キーワードは
思考・感情・意欲・行動抑制・想像力・新しい記憶
の6つのポイントから鍛えるというもの。例えば
1 オムツを代えるときはかならず話しかける。
2 「いないいないばぁ」は一日5回以上やる。
3 子供服はカラフルなものを着せる。⇒大人も
4 （寝かせっきりよりは）なるべくおんぶする。
5 幼児語をやめる。
6 箸や鉛筆、クレヨンなどの道具は、まず正しくっているところを何度も見せる。　※さらに私の考えですが、
7 根本に親子双方が心から愛し愛され安心できる関係
保育園児(３歳～)にやる気スイッチを入れるには
それを引き出すのが大人の役目(横峯吉文式教育法)
・子どもは皆天才､皆平等に天から与えられた才能がある
・それを引き出すのが教育

・人は劣等感と向き合うもの
そこで、やる気スイッチは４つ。
１、競争したがる(向上心がある)。  　
２、まねをする特性を使う⇒絶対音感など。
３、ちょっと難しいことを覚えたがる。
４、認めてあげる。
具体的なスケジュールとして

午前中はメリハリのあるカリキュラムで
・毎朝20分走らせて、毎日順位をつける。

・跳び箱や逆立ち等は上手な子を見本に競争心を与える
・ピアノは絶対音感を身につけて弾けるようにさせる。
・字の練習はカタカナ､ひらがな､漢字､数字をミックス
　簡単に書ける順番で､無理なく自然に早めに
　横峯式95音

午後はずっと自由時間…
・子ども達はそれぞれ克服したい事、やりたいこと…なんでも好きな事をして過ごす。
・通山保育園の園児は全員が特殊な能力でも持っているかのように感じられました。スイッチが入れば子供には素晴らしい可能性があると思える映像が流れていました。
・文字を教えるときは簡単なものから教えて、難易度を徐々にあげていくと子供は面白くなって、どんどん覚えてしまう。
・毎日読んだ本を保育士がノートに書いて認めてあげると、さらに本を読もうとして、卒園するまでには1500冊ほど読んでしまう。
・次の節目は７歳(小学高入学)､15歳､18歳､20歳､
就職､結婚､子供誕生､初老､50代､還暦､…　全人と成る
人間、いくつになっても育脳・脳トレ
脳は「刺激」が与えられれば育つということ。
「刺激」の良し悪しに関係なく、脳は刺激により育つ。
ごく当たり前のことであり、とても犬切なこと。
終わりはない。加齢とともに楽しい努力の積み重ね。
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/　以上
皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2009.6.3

『天才は10歳までにつくられる』(横峯吉文式)

第1章 「ヨコミネ式」驚異の実績―
「読み書き・計算・体操」の「自学自習」で子供の能力はみるみる伸びます！（おもしろいから自然に繰り返す！読み書き・計算・体操　子供の「自学自習」が「ヨコミネ式」／
· 読み―１０歳までに平均３０００冊を読破！字や言葉を自力で覚えるとみんな、本が大好きになります／
· 書き―なんで、ひらがなの「あ」から覚えなきゃいけないのでしょう。「一」から始まり「む」で終わる「ヨコミネ式９５音」の効果　ほか）／
第2章 お家でできる「ヨコミネ式」―
· 保育園や学校に任せてはいけません。幸せな未来を創るのはあなたとお子さんなのです（教師や親のせいで自分の能力をなめてかかる子供たちが増えています／
· 学校はあてにできません。お家でできる「ヨコミネ式」で子供の能力を伸ばしてあげましょう／「自学自習」の毎日学習。年齢に合わせた読み書き・計算・体操
· ６歳までに「ヨコミネ式」を！　ほか
第3章 Ｑ＆Ａ「ヨコミネ式」アドバイス
・今からでも遅くありません。子供たちの幸せをつくるヒントです（20分の「読み書き・計算」で効果は出るの？子供が嫌がってやらない場合は？／「ヨコミネ式」は何歳から？／「自宅学習」のプログラムは？　ほか）
親から見た保育園の様子
・子どもたちは朝登園したら、身支度を整え連絡帳を出してシール帳にシールを貼り、そのあとはクロッキーを始める。
毎朝必ずクロッキー帳に何か書いて先生に持って行って見てもらう。
・それからは自由時間。年少さんや年中さんは外で遊ぶ。
・マットや飛び箱が常にあるから、好きな子が体操をする。
・子どもたちが「やりたい」と思ったときに先生が全力でそれを支えようとする。
・朝は先生方だって忙しいはずだが、子どもたちの「やりたい！」に応えて、どなたか先生がついて子どもたちに体操をさせてくれる。子どもの「やりたい！」に必ず応えてくれるということ。

・朝から元気！
・好きこそ物の上手なれ。好きだから、やりたいから、やらせて！という子どもならではの素直な気持ちを、先生方はちゃんと受け止めて、やらせてくれる。それが、どんなに面倒なことでも、えぇぇぇ…と思うようなことでも。
・子どもたちのやる気を引き出すのが本当に上手で、体全身で受け止めてくれる、素敵な先生が必要。
・遊んであげるということは心が触れあうこと。


「赤ちゃんの脳を育む本」　久保田　競
・赤ちゃんに、いろいろなことを系統立てて教えること。赤ちゃんの持っているいろいろな能力を引きだし、そして何よりも赤ちゃんと仲良く遊んであげるという本。 
・早期教育というよりもこんなことをして遊んで親子の心の触れあいを増やす。 それで、赤ちゃんの心が健全に育っていく。 

・2、3才からの脳を育む本―おうちで出来るカリキュラム満載  
著者：久保田 競　出版：主婦の友社
・赤ちゃんの知能を伸ばすふれあい遊び180
著者：田島 啓子・信元　出版：メイツ出版
・AERA with Baby スペシャル保存版 0歳からの子育てバイブル 
アエラムック　著者：教育・ジュニア編集部　出版：朝日新聞出版
中高年から
------------------------------------------------
・衰えない脳は14日でつくれる 今すぐ始める7つの生活習慣 
著者：久保田 競
出版：大和書房
· ランニングを始めた。毎日少しずつ距離を延ばしながら走ると、過剰な食欲がおさまり、どんどんやせて体調がよくなり、１年半で６０キロに。やがてランナーズハイの状態も体験するようになり、３０分も走れば気分がさっぱりするランニングがやめられなくなり、完全に習慣となった。 
・走ると脳の前頭前野が働くこと、習慣的に走ると脳の知的活動にとって最も重要な前頭前野の前の部分の働きがよくなることが学問的に判明。
・「腹８分目をおいしく食べる」「人とコミュニケーションをとる」「肥満しない」「マンネリを避け、刺激を与える」「ブログか日記を書く」「エクササイズをする」など脳を活性化する生活習慣や、理想的な食事のスタイルなどを提案してくれている。 
・バカはなおせる脳を鍛える習慣、悪くする習慣 

著者：久保田 競
他に気になる学者・先生

· 川島隆太　－　ＤＳソフト

· 茂木健一郎　－
天才を作る６つの条件 2008/5の文藝春秋
「脳力革命」、藤原正彦氏(藤原正彦氏)

天才を作る条件
１．野心
２．知識
３．執着心
４．楽観
５．論理的思考
６．美的感受性
野心とは
・先行き不透明な昨今、清貧な生き方や多くを求めない生き方に癒しを求める傾向が世間の一部にある
・特に日本では野心はお金と同じように卑しいものとして扱われることが多い。

・野心をもつというのは、研究・ビジネスに於いても、独創的なことを成し遂げる第一歩だと断言
知識とは
・未知の問題に取り組む武器となる　ここから初めて独創的、創造的な作業が始まる
執着心とは
・いい意味での執着心
・自分の定めた目標に向かっては鬼のような執着心でそれを追い求める。
・どんな逆境でも、それと同等か、それ以上の利益の種がそこには込められている。
楽観とは
・登山に例えれば、悲観的で頭でっかちな人は麓にいたままで、ここを行けば樹海、そっちを行けば絶壁、あそこを行けば熊が出るというふうに、みんなわかってしまうから、麓にいたまま歩を進めない、評論家にしかなれないという。
論理的思考とは
・論理的思考とは、独創的な思いつきをきちんと証拠づけて、人々を説得する能力
・これがないと、せっかくのあなたのひらめきが社会に還元されることはない、と私は思う
美的感受性とは
・これが一番大事な力
・「高い山の頂にある花を取りに行くには、野心も知識も必要だが、まずその花の美しさに感動しないといけない。
・そうでなければ、執着心もわかないし、楽観的な気持ちにもなれないでしょう。」
・幼い頃から、あなたのお子さんに美しい芸術にばかり触れさせるのではなく夕方の買い物帰りに西の空を見上げて、赤い夕日に親子で感動する
・そんな小さな美的感動から感性を育ててもらいたい。
子どもの才能は3歳、7歳、10歳で決まる！　脳を鍛える10の方法
【内容情報】（「BOOK」データベースより）
早期教育は年々激化し、ついに「０歳児教育」まで出現する有様。だが、子どもの才能を伸ばすのに一番重要なのは脳の発達に合わせた教育である。０歳～３歳は脳の細胞が増え続ける時期で、未熟な脳に負担をかける知識の詰め込みはＮＧ。将来的に才能が伸びなくなる。３歳～７歳の不要な脳の細胞が減っていく時期は、悪い習慣をやめさせることが先決。７歳～１０歳からは脳の回路が発達し始めるので、本格的に学習させるべきである。

【目次】（「BOOK」データベースより）
第１章 子どもの脳はこうして発達する（脳はどのように情報を受け入れるのか／脳は「本能」には逆らえない ほか）／第２章 ０～３歳は本能を徹底的に磨く（３歳までは本能磨きに集中する／０～３歳の子どもに母親が果たすべき役割とは ほか）／第３章 ３～７歳は脳の土台をしっかりつくる（不要な細胞が減ることで脳の土台がつくられる／「よい間引き」のために脳にとって悪い習慣をやめよう ほか）／第４章 ７～１０歳以降は自主的に勉強させる（子どもに「勉強しなさい」と言ってはいけない／子どもの才能を上手に伸ばすカギとは ほか）

【著者情報】（「BOOK」データベースより）
林成之（ハヤシナリユキ）
１９３９年富山県生まれ。日本大学医学部、同大学院医学研究科博士課程修了後、マイアミ大学医学部脳神経外科、同大学救命救急センターに留学。９３年、日本大学医学部附属板橋病院救命救急センター部長に就任する。日本大学医学部教授、マイアミ大学脳神経外科生涯臨床教授を経て、２００４年、第一回国際脳低温学会会長。０６年、日本大学総合科学研究科教授。０８年、北京オリンピックの競泳日本代表チームに招かれ、「勝つための脳」＝勝負脳の奥義について選手たちに講義を行い、結果に大きく貢献する（本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたものです）

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所
知多クリック内　http://www.chitac.com/　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2009.6.3

「お母さんはあなたが大好きよ」「あなたはお母さんの宝物よ」「どんなことがあってもお母さ 　んはあなたの味方よ」…











